
第 52回Ｘ線材料強度に関する 

シンポジウム講演募集 

 

開  催  日  平成 30年 7月 12日(木)，13日(金) 

講演申込締切  平成 30年 3月 9日(金) 

前刷原稿締切  平成 30年 5月 25日(金) 

 

主  催 日本材料学会 

協  賛 応用物理学会，自動車技術会，精密工学会，日本機 

（予定）   械学会，日本金属学会，日本建築学会，日本原子力 

学会，日本航空宇宙学会，日本材料強度学会，日本セ

ラミックス協会，日本船舶海洋工学会，日本塑性加工

学会，日本鉄鋼協会，日本電子材料技術協会，日本ば

ね学会，日本非破壊検査協会，日本複合材料学会，日

本溶接協会，表面技術協会，溶接学会， 

日  時   平成30年7月12日(木)，13日(金)  9:00－17 :00  

会  場   静岡県産業経済会館 

〒420-0853 静岡県静岡市葵区追手町 44-1 

Tel.054-273-4330, 

http://www.sankei-kaikan.jp 

 

 製品の信頼性・強度評価はますます重要になる一方で，その対象

も薄膜，単結晶および集合組織など多様になっています．新しい応

力評価の発展は，強度評価に新しい知見を与え，優れた製品の創出

に役立ちます． 

 本会では，Ｘ線，シンクロトロン放射光および中性子回折に限ら

ず，その他の非破壊的な検出手法の原理と応用について応力測定な

らびに材料の変形挙動に関する研究発表の場を持ち，討論を重ねて

おります．これらの材料研究に携わっておられる方々の講演発表を

期待しております．下記に示す講演内容に関する最近の成果を希望

いたします． 

1. Ｘ線応力測定, 2. シンクロトロン放射光応力測定, 3. 中性

子応力測定, 4.残留応力, 5. 疲労および破壊, 6. 塑性変形, 加工

および溶接, 7. 応力の実験・解析技術, 8. 損傷の検出と評価, 9. 

破面解析, 10. 新素材とＸ線回折, 11. 表面改質, 12. 複合材, 被

覆材, 溶接材, 薄膜などの評価, 13. その他 

 

講演概要 講演時間 20分（発表 15分、質疑 5分）              

前刷原稿 最大 4頁 

講演申込締切 平成 30年 3月 9日(金)  当日入力分まで 

前刷原稿締切  平成 30年 5月 25日(金)  本会必着 

申込方法 日本材料学会ホームページ (http://www.jsms.jp/) 

からお申込ください．また本シンポジウムでは 35 歳以下の本会会

員の発表者による最も優れた講演を一般（社会人および大学院博士

後期課程）、学生（学部、大学院修士・博士前期課程）の別に最優

秀発表賞を授与しております．発表者が該当する場合は氏名記入欄

に、氏名に続いて年齢・在籍課程を記載して下さい．なお郵送・Fax

での申し込みは行えませんのでご了承ください． 

問い合わせ先 Ｘ線材料強度部門委員会総括幹事 八代浩二 

山梨県産業技術センター企画連携推進部 

E-mail：yatsushiro-vvm@pref.yamanashi.lg.jp 

TEL: 055-243-6111, FAX: 055-243-6110 

参 加 費  ・会員(協賛学協会含む)：3,000円（講演論文集含む）  

・学生会員(協賛学協会含む)：無料（講演論文集含む) 

・非会員：11,000 円(学生 3,000 円）(講演論文集含む) 

        

講演論文集 残部が出た場合、後日販売いたします．シンポジウム終 

           了後日本材料学会事務局へお問い合わせください． 

           なお，送料として別途 360円が必要となります． 

            ・日本材料学会会員：5,000円 

            ・協賛学協会会員および非会員：7,000円 

 

懇親会 第 1日目 17:30より開催予定(参加費未定)． 

 

※本シンポジウム参加申込みの際にお届けいただいた個人情報は諸

連絡，行事案内等の日本材料学会の事業運営のみに使用させてい

ただきます． 

 

 

会誌小特集号について 

本シンポジウムで発表された原稿をもとにしたオリジナルの論文

は，会誌「材料」の「X線材料強度」特集号（平成 31年 4月発行予

定）の論文として投稿できます．原稿締切は平成30年9月10日（月）

必着（予定）とします．なお，都合により一般号に掲載される場合

もありますので，予めご了承ください． 

 

 


